
力
し
た
り
、
雑
誌
の
子
供
達
の
作
品
の
選
者
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
童
話

や
子
ど
も
達
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
若
い
時
に
多
く

の
童
話
を
書
い
て
い
る
せ
い
か
、
生
活
の
た
め
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
昭
和
六
年
『
赤
い
鳥
』
復
刊
を
め
ざ
し
、

の
中
の
子
供
」
を
文
芸
懇
話
会
賞
の
受
賞
作
に
推
薦
し
よ
う
と
奔
走
、
努

ニ
四
七

の
諸
家
に
つ
い
で
、
多
作
の
ほ
う
に
は
い
る
の
で
す
。
そ
の
う
え
、

寄
稿
作
家
の
中
で
も
、
主
宰
鈴
木
三
重
吉
、
小
川
未
明
、
坪
田
譲
治

に
出
た
宇
野
先
生
の
童
話
は
、
す
べ
て
で
二
十
七
編
に
な
り
、
同
誌

復
刊
第
一
号
を
か
ざ
り
ま
し
た
。
こ
の
作
と
あ
わ
せ
て
、
「
赤
い
鳥
」

（
中
略
）
そ
の
と
き
、
書
い
て
も
ら
っ
た
『
王
様
と
靴
直
し
』
は
、

者
と
、
私
は
な
っ
た
の
だ
っ
た
よ
う
に
お
ぼ
え
て
お
り
ま
す
。

六
通
・
加
藤
朝
鳥
宛
三
通
・
加
藤
寿
々
子
宛
一
通
・
福
永
漁
宛
一
通
・
石

村
一
郎
宛
三
通
・
大
江
勤
宛
一
通
・
小
川
正
夫
宛
一
通
・
宮
西
豊
逸
宛
一

(
2
)
 

通
・
矢
倉
年
宛
一
通
」
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
坪
田
譲
治
の
「
風

じ
か
に
し
た
し
め
る
作
品
が
ほ
し
い
、

そ
れ
に
は
、

宇
野
童
話
が
、

宇
野
浩
二
童
話

「
王
様
の
嘆
き
」

宇
野
浩
二
は
、
小
説
家
で
あ
っ
た
が
、
童
話
に
も
大
変
興
味
を
持
っ
て

(
1
)
 

い
て
、
二
百
編
に
も
の
ぽ
る
童
話
を
発
表
し
て
い
る
。
創
作
童
話
か
ら
、

欧
米
、
朝
鮮
、
日
本
の
民
話
な
ど
は
勿
論
、
話
題
に
な
っ
た
話
や
小
耳
に

ま
た
、
拙
稿
「
宇
野
浩
二
未
発
表
書
簡
二
十
八
通
—
竹
村
坦
宛
書
簡
十

「
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ロ
」

ポ
プ
ラ
社
）

で
、
次
の
よ
う

「
赤
い
鳥
」
の
童
話
は
、
昭
和
期
に
は
い
っ
て
か
ら
、
ぜ
ん
た
い

興
味
性
が
た
り
な
い
、
な
ん
と
か
し
て
、
お
も
し
ろ
い
、
子
ど
も
に

ま
ち
が
い
な
く
お
も
し
ろ
い
、
こ
う
い
う
こ
と
で
、
原
稿
依
頼
の
使

話
に
し
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う
ど
彼
の
小
説
の
手
法
と
同
じ
で
あ
る
。

と
し
て
は
文
学
的
に
高
ま
り
な
が
ら
、
そ
の
題
材
な
り
話
の
内
容
に

挟
ん
だ
話
、
自
分
の
読
ん
だ
も
の
な
ど
何
で
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
て
童

に
述
べ
て
い
る
。

21

宇
野
浩
二
集
』
昭
和
34
年
12
月
3
0
日

編
集
記
者
と
な
っ
た
与
田
準
一
は
、
解
説
（
『
新
日
本
少
年
少
女
文
学
全
集

に
み
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・

ハ
イ
ネ

増

田

周

子

受
容



①
王
様
の
嘆
き
（
『
赤
い
鳥
』
大
正
11
年
7
月
1
日

て
み
る
。

第

9
巻
1
号）

ぞ
ら
文
庫
〉
国
民
学
芸
社
）

⑫
王
さ
ま
の
嘆
き
（
『
王
さ
ま
の
嘆
き
』
昭
和
23
年
5
月
25
日

〈
あ
お

発
表
誌
と
宇
野
浩
二
存
命
中
に
収
録
さ
れ
た
本
と
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ

11
月
2
0
H

光
文
社
）

表
さ
れ
た
「
王
様
の
嘆
き
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
初
出

⑪
王
様
の
な
げ
き
（
『
話
を
買
う
話
〈
日
本
童
話
名
作
選
〉
』
昭
和
22
年

本
稿
で
は
、
大
正
十
一
年
七
月
一
日
『
赤
い
鳥
』
（
第
9
巻
1
号
）
に
発

小
説
で
も
童
話
で
も
、
宇
野
浩
二
が
い
つ
も
真
摯
な
態
度
で
筆
を
と
る
姿

が
窺
え
る
。

羽
田
書
店
）

⑩ ⑨ ⑧ 

王
様
の
な
げ
き
（
『
宇
野
浩
二
童
話
名
作
選
』
昭
和
22
年
3
月
15
日

王
様
の
嘆
き
（
『
龍
介
の
天
上
』
昭
和
21
年
4
月
2
0
8

弘
文
社
）

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

王
様
の
嘆
き
（
『
聞
き
た
が
り
屋
』
昭
和
16
年
6
月
2
5
8

時
代
社
）

し
、
宇
野
文
学
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
、
独
特
の
世
界
が
く
り
ひ

論
社
）

し
ょ
う
か
、

一
見
、
平
易
な
、
物
語
性
の
あ
る
話
の
な
か
に
、
し
か

⑦
王
様
の
嘆
き
（
『
新
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
昭
和
14
年
4
月
3
H

中
央
公

文
体
で
、
子
ど
も
と
と
も
に
、
た
の
し
ん
で
語
る
態
度
、
と
い
い
ま

湯
川
弘
文
社
）

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
終
始
、
だ
れ
に
も
わ
か
り
や
す
い

⑥
王
様
の
嘆
き
（
『
宇
野
浩
二
集
〈
新
撰
童
話
〉
』
昭
和
13
年
12
月
15
日

号）

さ
れ
る
こ
と
は
、
「
赤
い
鳥
」
と
は
発
行
主
旨
を
異
に
す
る
、
い
わ
ば

商
業
主
義
の
児
童
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
童
話
作
品
と
、
「
赤
い
鳥
」
に

発
表
さ
れ
た
作
品
と
の
あ
い
だ
に
、
そ
の
で
き
ぐ
あ
い
に
お
い
て

も
、
作
家
態
度
に
お
い
て
も
、
少
し
も
わ
け
へ
だ
て
が
見
ら
れ
な
い
、

⑤
王
様
と
学
者
（
『
児
童
と
家
庭
』
昭
和
10
年
2
月
1
H

第
2
巻
2
月

和
7
年
11
月
1
H

春
陽
堂
）

④
 
王
様
の
嘆
き
（
『
天
と
地
の
出
来
事
〈
春
陽
堂
少
年
文
庫
〉

30
』

昭

数
倍
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
注

H

誌
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
か
ず
は
、
「
赤
い
鳥
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の

弁
会
講
談
社
）

③
王
様
の
嘆
き
（
『
春
を
告
げ
る
鳥
』
昭
和
2
年
3
月
25
日
大
日
本
雄

ラ
ブ
」
、
「
少
年
ク
ラ
ブ
」
、
「
少
女
ク
ラ
ブ
」
そ
の
他
の
少
年
少
女
雑

社）

宇
野
先
生
の
、
少
年
少
女
の
た
め
の
作
は
、
「
少
女
の
友
」
、
「
幼
年
ク

②
王
様
の
嘆
き
（
『
赤
い
部
屋
』
初
収
大
正

12
年
2
月
15
日

天

佑

ニ
四
八



に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

も
は
や
く
し
た
し
み
を
お
ぼ
え
た
の
は
、

ニ
四
九

ハ
イ
ネ
で
あ
る
。
こ
の
こ

私
が
、
西
欧
の
詩
人
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
は
や
く
し
つ
て
、
私

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
。
宇
野
浩
二
は
（
『
青
春
の
文
学
』
昭
和
24
年
5
月
25
日

⑤
以
外
は
、
全
体
が
三
章
仕
立
て
に
な
っ
て
い
て
、

話
春
秋
社
）

三
一
書
房
）

王
様
の
嘆
き
（
『
菊
池
寛
・
宇
野
浩
二
集
〈
少
年
少
女
の
た
め
の
現
代

ず
は
、

ポ
プ
ラ
社
）

東
西
文
明
社
）

タ
イ
ト
ル
の
相
違
で
あ
る
。
⑤
だ
け
は
「
王
様
と
学
者
」
と
い
う

き
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
は
、
章
立
て
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
、
二
、
三
と
記
さ

れ
て
い
る
。
初
出
雑
誌
①
の
末
尾
に
は
「
ー
ハ
イ
ネ
の
物
語
詩
よ
り
ー
」

と
あ
り
、
⑤
に
は
、
「
（
こ
れ
は
ハ
イ
ネ
の
『
詩
人
フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
』
と
い
ふ

詩
を
元
に
し
て
書
き
ま
し
た
。
筆
者
）
」
と
あ
る
。
①
と
⑤
以
外
は
、
末
尾

ま
ず
は
、
宇
野
浩
二
と
ハ
イ
ネ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

文
潮
社
）
で

と
述
べ
て
い
る
。

「
王
様
の
喚
き
」
「
王
様
の
な
げ
き
」
「
王
さ
ま
の
膜
き
」
「
王
さ
ま
の
な
げ

果
を
齋
ら
さ
ず
に
は
措
か
な
い
。

タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
他
は
子
ど
も
の
年
齢
に
あ
わ
せ
て
、

タ
イ
ト
ル
を

嘲
笑
的
な
才
能
は
よ
り
鋭
く
、

よ
り
深
く
な
っ
て
、
毒
矢
の
如
き
効

ま
た
『
時
事
詩
集
』
に
於
て
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
、
あ
の
諷
刺
的
、

十
七
冊
の
本
を
一
見
し
て
わ
か
る
形
式
的
な
相
違
を
あ
げ
て
み
る
。
ま

（
中
略
）

21
〉
』
昭
和
34
年
12
月
30
日

っ
た
。
彼
の
世
俗
の
児
と
し
て
の
幸
福
な
時
期
は
既
に
失
っ
た
。

⑰
王
さ
ま
の
な
げ
き
（
『
宇
野
浩
二
集
〈
新
日
本
少
年
少
女
文
学
全
集

較
を
絶
す
る
雄
篇
を
草
し
た
時
、
詩
人
は
痛
ま
し
い
病
臥
の
人
で
あ

日
本
文
学
全
集
14
〉
』
昭
和
30
年
12
月
2
4
H

の
詩
人
と
し
て
の
最
高
頂
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
等
の
比

⑯ 

第
三
詩
集
で
あ
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ネ
の
最
も
円
熟
し
た
る
時
期
、
そ

『
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ロ
』
は
一
八
五
一
年
十
月
出
版
せ
ら
れ
た
ハ
イ
ネ
の

⑮
王
様
の
な
げ
き
（
『
日
本
児
童
文
学
大
系
2
』
昭
和
30
年
8
月
30
日

第
二
巻
』
（
大
正
9
年
12
月
6
日
越
山
堂
）

の
「
邦
訳
者
解
題
」
に

昭
和
25
年
2
月
15
日
小
峰
書
店
）

⑭
王
さ
ま
の
な
げ
き
（
『
海
の
夢
山
の
夢
〈
日
本
童
話
小
説
文
庫
〉

7
』

さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
詩
人
フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
」
は
ハ
イ
ネ
の
「
R
o
m
a
n,
 

⑬
王
さ
ま
の
な
げ
き
（
『
ふ
き
の
下
の
神
様
』
昭
和
23
年
12
月
5
日

童

で
は
、
宇
野
浩
二
が
末
尾
に
付
加
し
た
「
I
ハ
イ
ネ
の
物
語
詩
よ
り
ー
」

z
e
r
o
」
と
い
う
物
語
詩
の
中
に
存
在
す
る
。
生
田
春
月
訳
『
ハ
イ
ネ
全
集

と
か
「
ハ
イ
ネ
の

『
詩
人
フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
』
と
い
ふ
詩
」
と
は
一
体
何
を



『
生
誕

200
年

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
展
』

(
1
9
9
7
年
9
月
29
日

こ
こ
で
日
本
に
お
け
る
ハ
イ
ネ
の
受
容
過
程
を
み
て
み
よ
う
。

が
特
に
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

（
『
生
誕
200
年

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
展
』
前
出
）

の
、
民
主
化
運
動
と
も
相
侯
っ
て
、
愛
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

会
詩
も
訳
出
し
て
世
に
紹
介
し
た
。
彼
の
ハ
イ
ネ
訳
詩
集
は
当
時

を
訳
し
始
め
、

口
語
で
原
作
を
捉
え
、

ハ
イ
ネ
の
時
事
詩
な
い
し
社

を
並
べ
て
い
る
。
日
夏
耽
之
介
の
「
こ
の
詩
の
一
般
的
好
尚
を
ひ
く
ゆ
え

1
9
3
 o) 
で
あ
っ
た
。
春
月
は
既
に
大
正
初
期
か
ら
ハ
イ
ネ
の
詩

は
、
詩
人
で
あ
り
、
評
論
家
で
も
あ
っ
た
生
田
春
月

(
1
8
9
2ー

ハ
イ
ネ
の
社
会
主
義
的
側
面
を
も
、
広
く
日
本
に
紹
介
し
た
の

英
訳
で
ハ
イ
ネ
を
読
み
ふ
け
つ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て

新
声
社
）
に
よ
っ
て
ハ
イ
ネ
を
知
り
、
「
中
之
島
の
図
書
館
に
か
よ
っ
て
、

『
青
春
の
文
学
』

（
前
出
）
で
、
『
ハ
イ
ネ
ノ
詩
』
（
前
出
）
の
冒
頭
の
「
お
も
か
げ
」
と
い
う

詩
の
尾
上
柴
舟
訳
（
文
語
調
）
、
英
訳
の
も
の
、
生
田
春
月
訳
（
口
語
調
）

ん
は
、
こ
の
わ
か
り
よ
い
平
凡
な
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
「
柴
舟
訳
本
ハ
イ
ネ

は
当
代
文
学
青
年
男
女
に
も
っ
と
も
喜
ば
れ
た
愛
読
書
で
あ
っ
た
」
と
い

う
言
葉
を
借
り
、
宇
野
を
は
じ
め
、
文
学
青
年
に
ハ
イ
ネ
の
詩
の
抒
情
性

日
本
に
お
け
る
ハ
イ
ネ
の
詩
、
評
論
、
回
想
記
な
ど
の
翻
訳
紹
介
は
、

明
治
時
代
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
生
田
春
月
訳
ハ
イ
ネ
は
、
大
正
期
に

宇
野
浩
二
は
、
尾
上
柴
舟
の

『
ハ
イ
ネ
ノ
詩
』

（
明
治
34
年
11
月
15
日

十
八
九
年
、
十
五
六
歳
の
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
、
こ
の
本
を
は
じ
め
て
読
ん
だ
の
は
、
明
治

年
十
一
月
十
五
日
、
著
作
者

藤
義
亮
で
あ
ら
う
。

の
新
潮
社
の
前
身
で
あ
り
、
佐
藤
義
助
は
、

い
ま
の
新
潮
社
長
、
佐

発
行
所
新
声
社
、
と
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
新
声
社
は
い
ま

尾
上
八
郎
発
行
者

佐
藤
義
助
、

ま
、
そ
の
本
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
そ
の
奥
附
に
、
明
治
三
十
四

と
も
た
び
た
び
書
い
た
が
、
そ
れ
は
尾
上
柴
舟
の
訳
で
あ
る
。

vヽ

し、

し
た
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、

ハ
イ
ネ
を
よ
く
研
究

丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
）
に
は
、
日
本
最
初
の
ハ
イ
ネ
の
翻
訳
は
明

治
二
十
二
年
八
月
の
森
鴎
外
「
あ
ま
を
と
め
」
で
、
明
治
三
十
四
年
十
一

月
、
尾
上
柴
舟
の
訳
詩
集
『
ハ
イ
ネ
ノ
詩
』
に
よ
り
、
「
ハ
イ
ネ
を
遥
涙
の

抒
情
詩
人
て
と
し
て
受
け
取
る
土
壌
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
」
と
あ
る
。

つ
い
で
明
治
三
十
六
年
橋
本
青
雨
が
『
詩
人
ハ
イ
ネ
』
を
著
し
、
高
山
樗

牛
は
「
わ
が
そ
で
の
記
」
（
明
治
30
年
）
「
思
ひ
出
の
記
」
（
明
治
34
年
）
な

ど
に
ハ
イ
ネ
を
抱
い
て
涙
し
た
自
分
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
明
治

二
十
七
年
田
岡
嶺
雲
は
、
「
ハ
イ
ネ
を
単
に
感
傷
の
詩
人
と
し
て
で
は
な

く
、
闘
う
詩
人
、
人
間
解
放
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
把
握
し
、
紹
介
」

云
0



（
前
出
）
の
「
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ロ

一
世
」
「
マ
リ
イ
・
ア
ン
ト
ア
ネ
ッ
ト
」
「
リ
チ
ャ
ア
ド
王
」
そ
の
他
多
数
の

物
語
詩
と
と
も
に
、
「
詩
人
フ
ィ
ル
ヅ
ウ
ジ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
確
か
に

存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
三
章
構
成
で
、
二
で
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
の
言
い

分
を
述
べ
る
な
ど
、
宇
野
浩
二
の
「
王
様
の
嘆
き
」
と
一
致
し
て
い
る
。

第
一
巻
史
伝
」
中
に
、
「
チ
ャ
ア
ル
ズ

五

で
、
金
を
く
れ
た
が
、
そ
れ
が
不
わ
た
り
に
な
っ
た
の
で
、
私
は
、

の
訳
詩
集
の
印
税
内
金
と
し
て
、
原
稿
と
引
き
換
へ
に
、
約
束
手
形

る
た
め
に
、
ハ
イ
ネ
の
詩
集
を
、
英
訳
を
主
と
し
て
、
翻
訳
し
た
時
、

大
正
六
年
頃
、
中
学
時
代
か
ら
愛
読
し
て
ゐ
た
の
と
、
生
活
費
を
取

だ
か
，
春
月
訳
の
も
の
を
典
拠
と
し
た
に
相
違
な
い
。

「
詩
人
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
」
は
、
生
田
春
月
訳
『
ハ
イ
ネ
全
集
第
二
巻
』

け
で
、
そ
の
後
春
月
と
交
際
ら
し
い
交
際
を
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、

で
、
親
し
み
が
持
て
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
頃
二
三
度
た
づ
ね
た
だ

訳
の
も
の
を
列
挙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宇
野
浩
二
は
英
訳
本
を
読
ん

を
訪
ね
た
時
で
あ
る
。
（
中
略
）
私
は
春
月
に
親
し
み
が
持
て
さ
う

先
に
紹
介
し
た
「
お
も
か
げ
」
で
も
尾
上
柴
舟
訳
、
英
訳
本
、
生
田
春
月

出
し
た
。
）
と
い
う
春
月
の
親
友
に
つ
れ
ら
れ
て
、
榎
町
の
春
月
の
家

訳
本
を
参
考
と
し
て
「
王
様
の
嘆
き
」
を
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

延
雄
（
註
ー
私
と
早
稲
田
文
科
の
同
級
で
、

い
く
つ
か
の
翻
訳
を

宇
野
浩
二
は
、
こ
の
生
田
春
月
訳
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ロ
を
参
考
に
し
た
か
、
英

私
が
は
じ
め
て
春
月
を
知
っ
た
の
は
、
大
正
五
六
年
頃
で
、
布
施

昭
和
50
年

6
月
1
0
日

吾
妻
書
房
）

で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

社
）
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

イ
ネ
文
献
—
明
治
・
大
正
時
代
ー
」
（
『
ハ
イ
ネ
ー
比
較
文
学
的
探
求
ー
』

宇
野
浩
二
は
『
文
学
の
三
十
年
』
（
昭
和
22
年
5
月
20
日
中
央
公
論

z
e
r
o
)

は
生
田
春
月
『
ハ
イ
ネ
全
集
第
二
巻
』
（
大
正

9
年
12
月
6
日

(
3
)
 

山
堂
）
以
前
に
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
鈴
木
和
子
「
日
本
に
お
け
る
ハ

ほ
と
ん
ど
ハ
イ
ネ
の
原
典
を
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

越

34
年
9
月
25
日
風
間
書
房
）
に
も
物
語
詩
（
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ロ
R
o
m
a
n
-

か
と
推
測
さ
れ
る
。

叙
事
詩
な
ど
全
貌

を
見
渡
せ
る
よ
う
な
も
の
は
、
生
田
春
月
が
最
初
に
訳
し
た
の
で
は
な
い

国
立
国
会
図
書
館
編
の
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』
（
昭
和

は
か
な
り
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
物
語
詩

宇
野
浩
二
が
通
い
詰
め
て
ハ
イ
ネ
の
英
訳
版
を
読
み
耽
っ
た
と
い
う
大
阪

府
立
図
書
館
に
は
、
『
T
H
E
P
O
E
M
S
 O
F
 H
E
I
N
E
』
(
E
D
G
A
R
A
L
F
R
E
D
 

B
O
W
R
I
N
G
,
 C. B
 
1
9
0
1
年

G
E
O
R
G
E
 B
E
L
L
&
S
O
N
G
S
 L
O
N
-

D
O
N
)
と
い
う
本
が
あ
っ
た
。
そ
の
本
の
「
R
O
M
A
N
C
E
R
O
」
に
「
T
h
e

P
O
E
T
-
F
E
R
D
U
S
I
」
が
あ
る
。
こ
の
英
訳
本
も
、
生
田
春
月
訳
も
、
検
討

す
る
と
ほ
ぽ
内
容
が
同
じ
で
、
三
章
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

私
は
、
春
月
に
、
序
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
（
中
略
）
私
の
ハ
イ
ネ



ド
ウ
シ
が
フ
ァ
ル
ジ
ス
タ
ン
の

が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
、

生
き
方
を
記
し
た
伝
記
的
な
詩
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、
宇

記
す
。

ハ
イ
ネ
の
詩
が
詩
人
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
の

フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
ー
「
F
i
r
d
a
w
s
I
」
9
3
4
ー
1
0
2
5
イ
ラ
ン
最

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
王
候
伝
』

の
著
者
で
あ
る
こ
と
や
、
王

様
の
名
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
で
あ
る
な
ど
、
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
点
に
特
徴

と
い
う
の
で
、

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
『
新
イ
ス
ラ
ム

事
典
』

(
2
0
0
 
2
年
3
月
11
日
発
行
、
平
凡
社
）
で
、
黒
柳
恒
男
は
次
の

ハ
イ
ネ
は
、
地
名
や
人
名
な
ど
を
イ
ラ
ン
の
国
だ
と
か
、

フ
ェ
ル

が
い
か
に
詩
を
熱
愛
し
て
ゐ
る
か
は
、
多
く
の
人
の
知
ら
な
い

こ
の
こ
と
か
ら
、
宇
野
浩
二
が
生
田
春
月
の
ハ
イ
ネ
訳
を
読
ん
で
い
た

可
能
性
は
極
め
て
高
い
し
、
先
に
あ
げ
た
英
訳
本
と
も
生
田
春
月
訳
は
内

容
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
、
生
田
春
月
訳
を
も
と
に
考
察
を

宇
野
浩
二
の
童
話
と
ハ
イ
ネ
の
詩
と
の
内
容
の
違
い
に
つ
い
て
簡
単
に

野
浩
二
は
、
童
話
と
し
て
描
く
時
に
、
「
王
様
の
嘆
き
」
を
中
心
と
し
た
王

月
の
経
過
を
「
十
七
度
薔
薇
は
花
咲
い
た
／
十
七
度
薔
薇
は
散
つ
て
行
っ

た
／
夜
鶯
は
薔
薇
を
歌
っ
た
十
七
度
／
夜
鶯
は
声
を
収
め
た
十
七
度

_
」
（
生
田
春
月
訳
•
前
出
）
と
薔
薇
と
夜
鶯
で
表
現
し
て
い
る
の
を
、

日
本
の
子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
渋
川
験
は
、
「
ハ

イ
ネ
は
そ
の
物
語
詩
に
お
い
て
、
宮
中
の
光
景
に
力
点
を
お
い
て
い
る
の

で
、
全
体
と
し
て
華
美
な
面
が
表
面
に
出
て
い
る
が
、
宇
野
の
ほ
う
は
、

こ
の
宮
中
の
光
景
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
の
で
、

い
っ
そ
う
し
ん
み

り
し
た
感
じ
が
強
く
な
っ
て
い
る
」
（
『
宇
野
浩
二
論
』
前
出
）
と
述
べ
る

が
、
宇
野
浩
二
の
童
話
に
も
宮
中
の
様
子
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
、

に
渋
川
験
の
言
う
よ
う
に
は
い
え
な
い
。
宇
野
浩
二
の
童
話
も
ハ
イ
ネ
の

渋
川
験
は
、

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
に
つ
い
て
、
宇
野
浩
二
の
「
童
話
に
書
か

れ
た
の
と
だ
い
た
い
同
じ
生
活
を
送
っ
た
人
」
（
『
宇
野
浩
二
論
』
前
出
）

進
め
て
い
き
た
い
。

詩
を
か
な
り
参
考
に
し
て
い
る
。

一
概

非
常
に
残
念
に
思
ふ
。

文
を
書
い
た
が
、
あ
の
訳
稿
が
世
に
出
な
い
で
し
ま
っ
た
事
は

な
い
。
彼
は
ハ
イ
ネ
の
詩
集
を
も
訳
し
た
。
自
分
は
そ
れ
に
序

自
分
の

『
霊
魂
の
秋
』
を
愛
し
て
く
れ
た
事
を
自
分
は
忘
れ
え

と
こ
ろ
だ
ら
う
。
十
年
前
、
彼
が
、
布
施
延
雄
君
と
と
も
に
、

宇
野
は
桜
の
花
、
木
の
葉
，
燕
と
雁
な
ど
と
日
本
の
風
物
に
置
き
換
え
、

宇
野
浩
二
君
の
文
学
の
愛
も
驚
く
べ
き
も
の
だ
。
殊
に
、
彼

気
が
差
す
け
れ
ど
、
う
つ
し
て
み
よ
う
。

懺
に
出
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
を
春
月
が
書
い
て
ゐ
る
か
ら
、

様
の
後
悔
話
を
中
心
に
仕
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
イ
ネ
は
十
七
年
の
歳

そ
の
原
稿
を
、
取
り
返
し
た
。
そ
れ
で
、
私
の
ハ
イ
ネ
の
訳
詩
集
は

二
五



朗
誦
者
ア
ビ
ー
・
ド
ウ
ラ
フ
）
を
宰
相
を
通
じ
て
ス
ル
タ
ン
・
マ
ハ
ム
ー

五―

り
、
二
十
五
年
か
け
て
書
い
た
『
王
書
』

ト
ゥ
ー
ス
の
地
主
で
、
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
に
は
娘
が
一
人
あ

の
報
酬
を
娘
の
持
参
金
に
し
よ

（
筆
耕
者
ア
リ
ー
・
ダ
イ
ラ
ム

ド
に
差
し
出
す
が
、
彼
は
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
イ
ー
が
異
端
の
徒
で
あ
る
と
い

う
周
囲
の
者
の
言
を
聞
き
い
れ
、
二
万
デ
ィ
ル
ハ
ム
を
下
賜
し
た
だ
け
で

作
者
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
、
十
二
世
紀
初
め
頃
か
ら
、
流
麗
な
リ
ズ
ム
で
語
ら

だ
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
詩
人
フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
」
に
大
変
よ
く
似

て
い
る
。
細
部
に
わ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

の
墓
に
も
詣
で
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
と
い
う
。

ハ
イ
ネ
が
こ
れ
を
読
ん

う
と
思
っ
て
い
た
。
完
成
し
た
『
王
書
』

れ
る
詩
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
ラ
ン
各
地
を
旅
し
た
。

フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
イ
ー

も
の
が
沢
山
あ
っ
て
、
皆
に
親
し
ま
れ
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
る
。

フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
イ
ー
は

の
「
第
九
話
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
ィ
ー
と
ス
ル
タ
ン
・
マ
ハ
ム
ー
ド
」
に
詳
述

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
十
二
冊
紀
半
ば
に
ニ
ザ
ー

(
4
)
 

ミ
ー
・
ア
ル
ー
ズ
ィ
ー
著
『
逸
話
集
』
（
通
称
『
四
つ
の
講
話
』
詩
人
）
中

訳
語
で
定
着
し
て
い
る
。

『
王
書
』
（
岡
田
恵
美
子
訳
1
9
9
9
年
4
月
16
日
岩
波
書
店
）
と
い
う

「
六
万
デ
ィ
ナ
ー
ル
に
値
す
る
藍
を
王
の
騎
詑
で
運
ば
せ
、
許
し
を
求
め

よ
」
と
命
令
す
る
。
賂
馳
が
タ
バ
ラ
ー
ン
の
町
に
入
っ
た
と
き
、
反
対
の

門
か
ら
は
、

フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
ィ
ー
の
棺
が
運
び
出
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
娘

は
ス
ル
タ
ン
の
恩
賞
を
受
け
取
ら
ず
、
そ
の
金
で
チ
ャ
ー
ハ
の
休
息
所
が

修
復
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
な
話
で
あ
る
。
現
在
で
も
イ
ラ
ン
に
は
フ
ェ

ル
ド
ウ
シ
病
院
、

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
通
り
な
ど
、

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
を
冠
し
た

「
王
侯
伝
」
と
訳
し
て
い
る
。
現
在
、
我
国
で
は
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
イ
ー
作

『
王
書
』

の
旬
に
、

マ
ハ
ム
ー
ド
は
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
ィ
ー
を
思
い
出
し
、

《
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
》
は
「
王
た
ち
の
書
」

の
意
味
で
、
生
田
春
月
は
、

ズ
ナ
に
帰
還
す
る
途
中
で
、
謀
反
が
お
き
た
。
そ
の
と
き
宰
相
が
詠
ん
だ

が
報
い
ら
れ
ず
、
失
意
の
う
ち
に
郷
里
で
没
し
た

マ
ハ
ム
ー
ド
が
イ
ン
ド
か
ら
ガ

る
大
作
を
完
成
し
、
ガ
ズ
ナ
朝
ス
ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド
に
捧
げ
た

ま
れ
、

9
8
0
年
こ
ろ
、
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
イ
ラ
ン
の
神
話
、
伝
説
、

に
着
手
し
、
約
30
年
か
け
て
、

1
0
1
0
年
に
約
6
万
対
句
か
ら
な

（
以
下
略
）

王
シ
ャ
ハ
リ
ヤ
ー
ル
の
も
と
に
行
く
。
そ
こ
で
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
ィ
ー
は
マ

ハ
ム
ー
ド
の
風
刺
詩
を
書
く
が
、
シ
ャ
ハ
リ
ヤ
ー
ル
は
十
万
デ
ィ
ル
ハ
ム

で
買
取
り
、
事
な
き
を
得
た
。
あ
る
時
、

歴
史
を
主
題
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
で
《
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
》
の
作
詩

る
こ
と
を
恐
れ
、
逃
亡
し
た
フ
ィ
ル
ド
ゥ
ス
イ
ー
は
、

タ
ベ
リ
ス
タ
ー
ン

屋
と
酒
屋
に
そ
の
銀
貨
を
分
け
与
え
た
。

マ
ハ
ム
ー
ド
が
自
分
を
処
刑
す

大
の
民
族
叙
事
詩
人
。
イ
ラ
ン
東
部
の
ト
ゥ
ー
ス
の
地
主
の
家
に
生

あ
っ
た
。
落
胆
し
た
彼
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
風
呂
に
入
る
。
そ
し
て
風
呂



ネ
の
『
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
』
を
し
よ
う
と
思
ふ
。
四
十
行
か
ら
六
十

(
5
)
 

行
。
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
童
話
は
ハ
イ
ネ
の
こ
の
作
品
に
よ
っ
た

宇
野
浩
二
の
「
日
記
」
の
昭
和
七
年
四
月
五
日
の
上
欄
に
「
ハ
イ

家
庭
』
は
童
話
本
で
も
子
ど
も
向
け
の
雑
誌
で
も
な
い
。
内
容
は
中
学
校

る
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
十
年
二
月
一
日
発
行
の
⑤
の
掲
載
雑
誌
『
児
童
と

で
は
、
日
記
に
書
か
れ
た
「
四
十
行
か
ら
六
十
行
」
は
、
何
を
意
味
す

論
』
（
昭
和
49
年
8
月
30
日
中
央
公
論
社
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

『
王
書
』
（
前
出
）
の
中
に
は
三
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
と
も

害
い
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
ハ
イ
ネ
は
十
七
年
に
し
た
の
か
い
ろ
い
ろ

こ
こ
で
宇
野
浩
二
の
童
話
に
話
を
も
ど
そ
う
。
渋
川
馳
『
宇
野
浩
二

い
た
原
稿
「
枯
木
の
あ
る
風
景
」
の
執
筆
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
時
期
で

し
、
最
後
ま
で
童
話
に
手
を
入
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
書
き
直
す
必
要
も

詩
に
あ
る
十
七
年
と
し
て
い
る
。

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
と
て
も
そ
ん
な
書
き
直
し
の
余
裕
も
な
か
っ
た
ろ
う

と
疑
問
な
点
が
多
い
が
、
宇
野
浩
二
の
「
王
様
の
嘆
き
」
は
、

ハ
イ
ネ
の

昭
和
七
年
当
時
の
宇
野
浩
二
は
、
病
気
回
復
期
で
、
長
い
間
頼
ま
れ
て

る。

し六 を勇王 塁
r=> でフ

を万 思気が 厖 書イ ザ
求デ いづ境苦 の に しヽ Jレ l 
めィ 讐け 徒 たド ヽ--.. 

るナ らの で 十 ウ l 
l れ時 あ 五 ス
｝レ

ヽ
る 年 イI 

の フ王 か 力‘ I 
藍 ）ィレ ← 傘自 ら ヵヽ 自
を る ら
送 ドの の

鼻 ウ句 足～ヤi 

シで 志

贈全 ド朗 言 完 書フ Jヽ
り国 ウ誦 葉 成 I 工 イ
‘の シす の に を］レ ネ

9閂 をる 十 声戸： ヅ
＇一、

,田c、、 全大 重 七 いウ 生
いし の 年 たシ 田

すも 出い ． 思 か が 春
るあ す歌ギ戸 味 か 王 月
た を る の 訳ヽ
る で 利 命
品 フ 用 で
々 イ し I 

を Jレ た 王

語
尾
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
、
感
嘆
符
、
疑
問
符
、
読
点
が
つ
い
た
り
つ

そ
こ
で
①
、
②
、
③
と
、
宇
野
浩
二
の
「
日
記
」
の

H
付
に
最
も
近
い

味
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
王
様
の
嘆
き
」
は
す
で
に

十
年
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
「
日
記
」
の
文

旬
は
、
そ
の
童
話
の
不
満
な
と
こ
ろ
を
少
し
書
き
匝
そ
う
と
い
う
意

④
の
昭
和
七
年
十
一
月
一
日
発
行
の
春
陽
堂
少
年
文
庫
版
「
王
様
の
嘆

き
」
と
の
変
更
箇
所
を
調
べ
た
。
「
せ
つ
せ
と
」
が
「
せ
つ
せ
と
」
、
「
揃
い

で
ゐ
ま
す
」
が
「
櫓
い
で
来
ま
す
」
、
「
家
来
」
が
「
家
来
た
ち
」
だ
と
か
、

か
な
か
っ
た
り
、
な
ど
の
相
違
が
あ
る
程
度
で
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
渋
川
験
の
推
測
は
す
こ
し
は
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

云四



ら
で
も
か
ま
わ
な
い
よ
う
な
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
運
命
の
皮

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
読
ん
で
も
学
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
読
ん
で
も
ど
ち

一嚢

フ
ェ
ル
ド
ウ
ジ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。
「
自
分
は
、
べ
つ
に

か
っ
た
の
で
、
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
学
者
の

じ
ら
れ
る
。
「
王
様
と
学
者
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
す
る
と
、
王
様
に
ス

歴
史
の
本
を
書
き
ま
す
。
そ
し
て
銀
貨
の
ト
オ
マ
ン
し
か
も
ら
え
な

な
ど
が
色
濃
く
出
て
い
て
、
子
供
に
善
い
方
向
付
け
を
す
る
描
き
方
が
感

だ
ま
し
ま
す
。
学
者
は
十
七
年
も
か
か
っ
て
、
王
様
に
た
の
ま
れ
た

「
王
様
の
嘆
き
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
場
合
は
、
王
様
の
後
悔
や
反
省

し‘

゜

お
金
の
種
類
が
金
貨
と
銀
貨
の
二
と
お
り
し
か
な
く
、
そ
の
い
ず

に
比
し
て
全
然
遜
色
な
く
、
よ
い
作
品
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

そ
の
こ
と
が
わ
か
る
と
お
も
い
ま
す
。

る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
「
王
様
と
学
者
」
は
他
の
「
王
様
の
嘆
き
」

の
片
隅
に
そ
れ
が
浮
か
び
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

H
記
の
上
欄
に
書
き
留
め

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
章
立
て
を
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ

と
え
ば
、
こ
こ
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
『
王
様
の
嘆
き
』
を
読
め
ば
、

れ
も
が
ト
オ
マ
ン
と
い
う
の
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
王
様
は
学
者
を

「
子
供
だ
ま
し
」
の
話
を
書
く
よ
う
な
作
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

宇
野
氏
は
子
供
む
き
の
童
話
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

い
い
か
げ
ん
な

2
0
H

東
西
文
明
社
）

で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
解
説
」
（
『
少
年
少
女
の
た
め
の
現
代
日
本
文
学
全
集
』
昭
和
30
年
12
月

も
、
子
ど
も
が
読
む
の
で
は
な
く
、
教
師
や
親
が
読
ん
で
消
化
し
、
子
ど

あ
る
。
し
か
も
、
⑤
は
『
児
童
と
家
庭
』

の
組
み
方
に
よ
る
と
、
行
数
に

し
て
五
十
か
ら
五
十
数
行
に
当
た
る
。
こ
う
考
え
て
い
く
と
、
も
し
か
し

た
ら
宇
野
浩
二
は
、
早
い
時
期
か
ら
こ
の
雑
誌
に
、

四
十
か
ら
六
十
行
程

度
の
童
話
を
書
く
こ
と
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頭

宇
野
浩
二
が
、

ハ
イ
ネ
の
「
詩
人
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
」
と
い
う
詩
に
何
故

興
味
を
持
っ
た
の
か
を
探
る
上
で
興
味
深
い
発
言
が
あ
る
。
十
返
肇
は
、

け
は
四
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
約
五
枚
半
、
他
は
全
て
お
よ
そ
十
五
枚
位
で

の
本
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。

も
に
話
を
聞
か
せ
る
た
め
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
文
の
長
さ
も
⑤
だ

て
、
①
S
④
に
み
ら
れ
る
程
度
の
本
文
異
同
で
、
①
の
「
赤
い
鳥
」
発
表

か
。
な
お
、
こ
の
⑤
「
王
様
と
学
者
」
以
降
の
、
⑥
S
⑰
ま
で
の
本
は
全

録
本
十
七
冊
の
う
ち
の
た
だ
一
冊
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
童
話
で
あ
っ
て

な
角
度
で
読
み
取
っ
て
貰
い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

験
生
を
持
つ
親
の
た
め
の
雑
誌
と
い
え
る
。
こ
れ
は
「
王
様
の
嘆
き
」
収

人
と
し
て
読
む
場
合
は
、
単
な
る
教
訓
で
は
な
く
人
間
の
生
き
方
を
色
々

受
験
準
備
の
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
教
師
も
し
く
は
受

肉
さ
や
、
王
様
で
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
人
生
、
学
者
の
生
き
様
な
ど
、
大



家
の
喜
び
や
報
酬
は
、
仕
事
を
は
な
れ
て
あ
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ

10
日
平
凡
社
）

「R
o
m
a
n
z
e
r
o
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

5
年

11
月

16
日
洛
陽
堂
）
な
ど
に
、

フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
や
、

と
っ
て
、
も
っ
と
も
大
き
い
報
酬
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
ご

文
学
者
の
喜
び
と
は
、
小
説
を
書
い
て
、
そ
れ
が
お
金
に
な
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
芸
術
家
の
喜
び
と
は
、
仕

事
に
う
ち
こ
む
そ
の
こ
と
自
体
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
自
分
で
も
気
に
入
っ
た
仕
事
が
で
き
る
こ
と
こ
そ
、
芸
術
家
に

ろ
は
、
お
金
を
も
う
け
る
の
が
目
的
の
よ
う
な
「
芸
術
家
」
も
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
の
芸
術
家
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
自

分
の
仕
事
で
あ
る
芸
術
を
ほ
ん
と
う
に
愛
し
て
い
る
な
ら
ば
、
芸
術

(
l
)
拙
稿
「
宇
野
浩
二
童
話
目
録
」
（
『
宇
野
浩
二
書
誌
的
研
究
』
平
成
12

年
6
月
20
日

関
西
大
学
文
学

(
3
)
詩
そ
の
も
の
の
訳
は
な
い
が
、
藤
浪
木
処
『
ハ
イ
ネ
評
伝
』
（
大
正

(
4
)
黒
柳
恒
夫
訳
『
ペ
ル
シ
ア
逸
話
集
〈
東
洋
文
庫
〉
』
（
昭
和
44
年

3
月

会）

(
2
)
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
（
平
成
18
年
10
月
25
日

和
泉
書
院
）
参
照

意
気
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
私
は
承
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

注

の
で
あ
り
ま
す
。

い
や
、
文
学
者
宇
野
浩
二
の
文
学
に
た
い
す
る
心

の
こ
と
ば
は
、
学
者
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
家
の
心
意
気
を
示
し
た
も

に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ら
金
貨
で
も
銀
貨
で
も
よ
い
、
く
れ
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
、
そ

さ
り
か
た
で
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
学
者
が
、
「
自
分
は
商
人
だ
か

ま
す
ま
い
。
か
れ
が
ガ
ッ
カ
リ
し
た
の
は
、
王
様
の
ひ
き
ょ
う
な
な

シ
と
い
う
実
在
す
る
詩
人
で
あ
り
学
者
で
あ
る
人
物
を
知
り
、
自
分
と
お

で
、
ガ
ッ
カ
リ
し
た
と
い
い
ま
し
た
が
、
言
い
直
さ
な
く
て
は
な
り

私
は
、
さ
き
に
学
者
が
、
銀
貨
の
ト
オ
マ
ン
ば
か
り
で
あ
っ
た
の

の
が
い
や
な
の
だ
」
と
。

ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。
私
が
学
者
の
こ
と
ば
を
、
宇
野
氏
の
気
持
と

、
、
、

し
て
受
け
と
り
た
い
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

宇
野
浩
二
は
ハ
イ
ネ
の
「
詩
人
フ
ェ
ル
ド
ウ
シ
」
か
ら
、

フ
ェ
ル
ド
ウ

な
じ
芸
術
家
と
し
て
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
共
感
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
、
宇
野
浩
二
に
「
王
様
の
嘆
き
」
と
い
う
童
話
を
書
か
せ
る

が
二
と
お
り
あ
る
の
を
種
に
し
て
人
を
だ
ま
す
よ
う
な
こ
と
を
す
る

術
家
の
ひ
と
り
で
す
。
現
代
に
非
常
に
数
少
な
く
な
っ
た
芸
術
家
の

商
人
で
な
い
か
ら
金
貨
で
も
銀
貨
で
も
い
い
。
し
か
し
、
ト
オ
マ
ン

ん
。
そ
し
て
、
宇
野
浩
二
氏
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
う
い
う
純
粋
な
芸

二癸



本
稿
は
平
成
十
八
年
度
科
研
費
補
助
金
（
課
題
番
号
1
7
5
2
0
1
7
8
)

成
を
受
け
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

る。

（
ま
す
だ
ち
か
こ
／
本
学
助
教
授
）

ド
ウ
シ
』
を
ち
ら
と
見
る
。
四
十
行
か
ら
六
十
行
」
と
な
っ
て
い

成
12
年

8
月
31
日
博
文
館
新
社
）
に
は
、
「
ハ
イ
ネ
の
『
フ
ェ
ル

(
5
)
日
本
近
代
文
学
館
編
『
文
学
者
の

H
記
7

宇
野
浩
二

(
2
)
』
（
平

の
助

云七


